
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11/4、源馬さんが上中を訪問し、制作ワーク

ショップをおこないました。今回の、源馬さん

との連携のテーマは、身近な風景を見つめ、水

彩絵の具で描くこと。源馬さんは、諏訪の風景

が大好きだといいます。諏訪から離れたからこ

そその良さを実感したともいいます。そんな源

馬さんとともに連携が始まったのは、今年の

夏休み前。夏休みの課題として、源馬さんから

自分の好きな、身近な風景を描いてください、

というお手紙が上中に届きました。上中の皆さ

んは、普段からクロッキー帳に自分の好きな絵

を描いています。その延長で、自分の好きな風

景を描く、ということをしてもらいました。 

 源馬さんからのお手紙には、風景を描くとき

の約束事が３つありました。①一部分でもいい

ので空が入る風景を描く。②「日付」「題名（場

所でも良い）」「その風景を見て感じたこと」を

描いた紙のどこかにメモする。③人の真似をし

ない。自分だけの風景を描く。これらの約束事

にそって自由に描かれたクロッキーを元に、水

彩絵の具を使った制作がおこなわれました。 

 まずは、源馬さんが、中学校時代の作品と現

在の作品とを示しながら現在の作風に至った

経過についてお話しくださいました。その後、

白紙の紙と鉛筆、水彩絵の具を使って、制作例

をデモンストレーションしてくださいました。

下描き、透明水彩絵の具の使用方法など、実際

的なことをわかりやすくお話ししながらどん 
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源馬さんの母校での授業となりました 

諏訪市美術館では、平成２６年度から諏訪市立上諏

訪中学校（以降、上中）と連携展をおこなっており、

今年度も、制作、展示、鑑賞を展開する連携事業を実

施しています。今回は、上諏訪中学校の卒業生で愛知

県立芸術大学の非常勤講師である画家・源馬菜穂さん

を講師にお迎えし、上中２学年の皆さんと連携中です。

中学生時代の作品は、とても緻密に、 

写実的に描かれていました 

 
下描きから色塗りまで、 

説明を加えながら見せてくださいました 

どん描かれる手際よさに、生徒の皆さんは釘付け。あっという間に作品が仕上がりました。

自ら早描きな方だという源馬さんですが、デモンストレーションのために手早く仕上げてく

ださいました。 
 

 



 源馬さんのデモ制作を参考にして、生徒の皆

さんも制作開始。元にするクロッキーを見なが

ら下描きし、源馬さんがやっていたように、紙

全体に水を含ませて絵の具のなじみを良くし、

薄い色から濃い色へ色をつけていきました。 

 手長神社の鳥居や諏訪湖の風景など、身近な

風景を鮮やかな色彩で描き、タイトル、サイン

を入れて完成。当日完成しなかった人もいまし

たが、全員、源馬さんにアドバイスをもらいな

がら制作に打ち込みました。今回制作された作

品は、12/23（金・祝）からの展覧会「上諏訪中

学校+源馬菜穂—わたしの風景—」で展示します。

展覧会では、源馬さんによる諏訪を描いた最新

作ほか多くの作品も展示します。 

上中２学年の皆さんと、源馬さんが描く「わた

しの風景」をぜひお楽しみに。 

 

後半は源馬さんが皆さんの周りを 

回ってアドバイス 

慣れない透明水彩絵の具を使うのは、 

難しかったけど、楽しかった、 

という感想がありました 


